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令和８年度第１回島田市文化芸術推進協議会 議事概要 

 

１ 日時 令和８年５月 26 日（水） 午後０時 30 分～午後２時 40 分 

 

２ 場所 プラザおおるり 第 10 会議室 

 

３ 出席者 

(1) 委 員 松本委員、森澤委員、高島委員、岡村委員、小栗委員、榛葉

委員、高橋委員、松永委員 

 

(2) 事務局 文化振興課 野村課長、石間課長補佐、大野主事 

 

(3) 傍聴者 ０名 

 

４ 概要 

(1) 開会 

(2) あいさつ 

(3) 議事 

○協議事項 

ア 第２期島田市文化芸術推進計画「基本理念」「めざす姿」「施策

の体系」について 

 (4)その他 

   ア 協議会開催日程について 

   イ シンポジウムの開催について 

委員からの質問・意見は以下のとおり。 

【協議事項】 

委 員：本日は第２期計画の基本理念、めざす姿、施策の体系について協議

したい。 

     基本理念、めざす姿については、前回の計画を引き継ぐ形にした

い。計画書 15 ページ施策の柱は９項目、施策については 23 項目

となっており、多岐に渡っている。 

     委員の意見のなかで、伝統芸能や伝統芸能がどこの施策に入るの

かわからないとのご意見もあり検討してみた。 

     文化政策学会の初代会長である中川幾郎先生の４つの検討の視点

「市民文化政策」、「地域文化政策」、「都市文化政策」、「歴史

文化政策」を施策の柱に取り入れたらどうかと考えた。 

     委員の意見のなかで、伝統芸能や伝統文化がどこの施策に入るの
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かわからないとのご意見もあり検討してみた。 

     伝統芸能は歴史文化政策、観光は歴史文化政策か都市文化政策の

どちらかになる。例えば、歴史の街並みで売り出すかジャズで売

り出すか、歴史の街並みであれば歴史文化政策になるし、ジャズ

なら都市文化政策になる。 

     一方、子育て世代などへの配慮した施策は市民文化政策になる。 

     また、例えば島田地区だけではなく金谷地区、川根地区すべての

地区の公平平等にする政策は知育文化政策になる。 

      この４つの政策のまわりに、関連分野として観光、まちづくり、

国際交流、福祉、教育、産業がある。 

      現計画の施策 23 項目をこの４つの分類にわけてみた。項目によ

って足りないところもあるし多いところもある。施策については

これから考えていくが、施策の柱として４つの分野で仕分けして

よいか委員の皆様の御意見を伺いたい。 

      また、現計画の「めざす姿」の「ヒト・モノ・コト・・・」につ

いて、カタカナになっているがひらがながよいのではないかとい

う意見もあった。確かに、ひらがなの方が違和感ないと思う。 

      まず高島先生から御意見伺いたい。 

委  員：観光も必要だと思うが市民の中にしっかりとした文化活動があり

それが結果として観光資源となるという二段構えがある。市民文

化政策と地域文化政策と歴史文化政策が基本的な核になるという

部分で、そこを中心に書いた上で、観光とか対外的な発信とかそ

れが稼いでいくことに繋がるという構成にした方がいいというこ

とを全体通して思い章ごとにコメントさせていただいた。 

      新しい施策の柱案の、「市民文化政策」、「都市文化政策」、「地

域文化政策」、「歴史文化政策」という言葉を計画の中に使うこと

はやめた方がいいと思う。というのは、市民にとっては非常にわ

かりにくいため、市民にわかる言葉で記載した方がいいのではな

いかと思う。 

      「まもる」、「はぐくむ」、「つくりだす」、「つなげる」とい

うのは大事だと思っている。各背策の柱の中で「まもる」、「はぐ

くむ」、「つくりだす」、「つなげる」をまんべんなく入れる必要

がある。例えば市民文化政策は「つなげる」の項目に偏っている。

一方で都市文化政策は「つくりだす」が多い。対外的に発信するも

のしか作らないということになってしまいがちなので、バランス

をとった方が計画としてはいいのかなと思う。 

委  員：関連分野の観光、まちづくり、国際交流、福祉、教育、産業にわけ
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るという方法もあった。関連分野で「観光」が最初に記載されてい

るのは、2017 年に観光立国を歌い始めたためである。今逆に多す

ぎて京都など苦情が出ている。観光に偏らない方がいいというの

はなぜか。 

委  員：観光は観光分野があるので観光課で作ればいい。観光は消費され

ていくイメージがある。飽きたら違うところにいく。地域が振り

回されるのはどうかと思う。観光は消費させる施策で文化芸術は

投資していく施策である。地域の人にとっては芸術文化を育んで

いかないと持続可能な地域を作っていけない。 

委  員：ますは、基本理念が変わらなくてよかったと思う。委員のコメント

を拝見して非常に有意義なものであった。我々が普段感じとれな

いものを補ってくれている。 

委  員：食文化などにも影響してくる計画である。文化芸術基本計画には

食文化も入っているので、島田市は茶業もあるが食文化を推進し

ていかなければならないのではと思う。 

委  員：感覚として、「ヒト・モノ・コト」がカタカナよりひらがなの方が

いいという印象である。 

     島田市は大井川で昔は分断されていた。今は両方の文化を流れな

がら文化の基になるような喜怒哀楽といったものを作り上げて流

れ続けている。そういった大井川のイメージを施策に入れられる

といいのではないか。 

委  員：文化芸術となってから人間の営みそのものが入ってきているので

クリエイティブな部分を 

     島田市の規模でクリエイティブな部分をどのくらい計画に入れる

ことができるのか。クリエイティブなことをするには拠点が必要

である。おおるりは老朽化しており専門家もいない。クリエイテ

ィブな部分も文化活動の根幹をなす創造活動であるので、拠点と

しての場をどの程度持てるかというと難しい部分がある 

     今、経済効果を飛び越えて観光の話になってしまっている。もと

もとは、なかなか創造活動というものは定量評価ができないため、

定性評価だと納得させることができないので、我々の活動によっ

て地域に何万人の雇用が生まれて経済効果が何億円ありますみた

いなものを、芸術団体がマニュアルレコードに書く。アメリカの

場合は。経済効果ではなく観光で人を集める部分に結び付けるの

はいかがなものかとも思う。しかし、先日の視察で茶畑の作品を

みたりすると、歴史的にも文化的にも地域のフィーリングを活用

するような活動と観光とみていくような今回の計画というのは、
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この地域に適しているのではないかという気がする。 

     １期計画の課題がどう改善されてきたか、引き続き課題があるの

かを振り返る必要がある。 

委  員；島田でもクリエイティブなことをやって欲しいし、その芽は残し

ていかないといけないと思う。先日視察した、大井川創生譚は、歴

史文化政策であるが都市文化政策でもあると思う。しかも地域を

活性化させるので地域文化政策でもある。また、郊外の人に現代

芸術に触れる機会を提供しているので、市民文化政策でもある。

４つの政策に合致している事業であると思う。 

     島田は、市民文化政策、歴史文化政策に偏る可能性はある。 

委  員：おおるりを立て直して専門家を配置すれば、髷とか帯とか和物の

世界で発信するような名物ができればよいと思うが、島田は観光

の部分とシティセールス、歴史部門で取り組んでいけばいいので

はないか。 

委  員：東大阪市では空き家を活用して、商店街をまるごとホテルにして

地域を活性化している。文化とは市民を巻き込むことだ。 

委  員：施策の柱を４つに分類したことで大変見やすくなった。 

     文化が投資で観光が消費という言葉はとても納得した。稼ぐ観光

といわれるが、誰が稼ぐのかということで、観光協会が稼ぐもの

ではないし、市民が稼がないと持続可能とならない。その中で文

化が育っていないと消費されて終わってしまうということで根幹

の部分を大切にしなければならないと思った。観光分野では観光

戦略プランで計画を立てている。 

委  員：高島委員がおっしゃった「文化芸術活動は、そもそもイベントでは

ない生活そのものである」というコメントが身に染みた。 

     基本理念に「誰もが心豊かになれるまち」とあるが、心豊かになる

とはどういうことか考えた時に、市民文化政策のことを考えてい

た。心豊かでないと思う時期があって、そういう時に心豊かにし

てくれるものは派手なイベントではなく。音楽を聴いたり、金谷

の土人形展を観たり、人が一生懸命がんばって暖かいものを作っ

ている、そういうものに触れたりすると心豊かになる。心豊かに

なるというのは、大きなものではなく、すでにこの地域にあるも

のが自分を豊かにしてくれた。そういうものを育てていき、形に

なっていけば観光客にも伝わると思う。そういう所を大事に計画

を作れたらいいと思う。 

委  員：ありがとうございます。委員の皆様に施策の柱を４つで分けるこ

とでご了承いただけた。施策についてはこれから考えていきたい
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と思う。課題については各委員の皆様も次回の協議会までに考え

てきて欲しい。 

【その他】 

  ・協議会開催日程について調整 

  ・シンポジウム「幕末から明治初期の東海道文化を再発見する」の開催の 

  報告 

 

 午後２時 40 分終了 


